
                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和８年１月 25日 

事業実施地区 第三地区（鍋屋田小学校・城東小学校区域） 

事業名 こどもの笑顔が映える町づくり事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 第三地区こども見守り倶楽部 

（代表者名）代表（呼掛け人） 松澤 弥栄 

（連絡先） 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

１ こども見守り行動の呼掛け 

・第三地区住民自治協議会    活動への協力依頼 

・鍋屋田小学校及び新旧 PTA役員 活動参加 

・城東小学校          活動参加 

２ 活動ユニフォーム整備 

・リフレクターベスト一式（「こども見守り隊」印字）30着 99,000円 

【事業完了日】 

令和８年１月 25日 

【総事業費】 

99,000円 

【補助金額】 

99,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

長野駅前殺傷事件の発生、数多くの不審者出没が伝えられ昨今、加えて全国的な野生鳥獣（ク

マ等）の人里への出没や被害発生が数多く伝えられ、子供の登下校に強い不安感を持つ住民が

多くなっている。また、少子化・高齢化の進行により中心市街地においても、子育て世代の負担

は大きなものとなっている。このような中、地区内（通学区内）の、顔のわかる有志によるこど

も見守り活動は、子供本人はもとより、子を持つ親、学校、地域住民の安心感を醸し出すことが

できる。 

地区の枠を超え（通学区）、未来ある子供たちを大切にする気持ちが醸成され、子供たちの「お

はよう」「こんにちは」の声が響き、笑顔が映える地域づくりが進められている。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

学校の通学区は行政区を超えた括りとなっていることから、地区境界のな

い、広範囲でのボランティア活動の発展に期待できるものである。 

 

■今後の取組予定 

第三地区のみならず、行政区を超えての呼掛けを進め、通学区単位で、すべての子供が安心

して登下校できる地域づくりを進める。 

鍋屋田小学校・城東小学校・柳町中学校・櫻ヶ丘中学校などを含む地域への広がりを模索し、

広範囲で「こども見守り倶楽部」の活動が起こるよう呼掛けを続ける。 

 



事業名 こどもの笑顔が映える町づくり事業

第三地区こども見守り倶楽部

普通 見込める 大いに見込める

特に効果があっ
た

4 5

大いに必要性
があった

53

　弱者、ことに子供をターゲットとした悪質な行為、犯罪や事件発生が日常化する

1 2

地域活動支援課長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

3 4 5

1

令７年度　支所発地域力向上支援金事業評価（地域活動支援課）

団体名

昨今、子供の見守り活動や付き添い登校により保護者の負担や不安は大きなも

　このような中、地域住民が自ら行う本活動は、地域の安全・安心を育む活動とし

て大きく評価できるものである。

のとなっている。加えて長野駅での殺傷事件や全国的なクマ出没報道は保護者

のみならず地域住民の心配も大きなものとなっている。

2 41

2 3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

（３）安全安心活動

(様式第３号)

令和８年１月２５日

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

の意識醸成に繋がることに期待するものである。

見込めない あまり見込めない

　地区の枠を超え、学校区としてより広域的にこの活動を広めていただきたいもの

将来性

である。また、地域住民の活動が住民間交流を活性化し、助け合いや支え合い

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

効　果

必要性



                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和８年１月 25日 

事業実施地区 西鶴賀町区 

事業名 みんなで創る 安全、安心な町 西鶴賀！ 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 西鶴賀町区 

（代表者名）区長 夏目 裕 

（連絡先） 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地区防災備品の整備 

・かんたんテント １張 3.0ｍ×3.0ｍ スチール・アルミ製(軽量) 

・タープテント  １張 3.0ｍ×3.0ｍ ワンタッチ設置 

・ポータブル電源 １機 1200W 100V 対応 

・LED 投光器（スタンドライト)２機 100V(AC) 防水 300001m 

【事業完了日】 

令和８年１月 25日 

【総事業費】 

218,900円 

【補助金額】 

201,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

地区住民の防災・減災意識の向上に繋がり、あらためて防災訓練の必要性を考えさせられた。 

12月７日合同役員会（出席 26名）を開催し、今回整備した防災備品を実際に組立て、使用方

法等を紹介することで、区民にも災害時の備えがあることが伝えられ、安心感を与えることが

できた。また、万が一災害が発生した時には、住民相互が協力し対応しなければならないこと、

自らできる行動は何か（テントや投光器などの設置を含め）などについて確認することができ

た。 

これを契機として、一層の防災減災意識を向上させるとともに、防災訓練等を実施すること

で、住民相互の協力、支え合い、助け合いの意識を向上させることが重要であることが認識で

きた。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

防災減災には、住民相互の協力や支え合いが重要であることが再認識され

たことも本事業の大きな成果である。 

■今後の取組予定 

今後地区防災訓練を企画し、実施することで、一層の防災減災意識の向上に努める。 

整備した防災備品の使用方法等をさらに広めるとともに、これらを活用した地域交流事業へ

の積極的な取り組みに努めたい。 

地区文化事業（祭など）の継承、継続、住民自治協議会が行う地域間交流事業（球技大会や

こどもイベント）への積極的な参加に努める。 

 



事業名

備品の周知と住民交流の活性化を図り、地域の助け合い・支え合い意識の

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

効　果

必要性

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

醸成に努めていただくよう期待するものである。

見込めない あまり見込めない

る。今後は、防災活動はもとより、住民が参加する催し等にも積極的に活用し、

将来性

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

（３）安全安心活動

(様式第３号)

令和８年１月２５日

令７年度　支所発地域力向上支援金事業評価（地域活動支援課）

5

大いに見込める

団体名

なっている。ことに地震災害は年々増加傾向にあり、規模も大型化する傾向にあ

　そのような中、地区に必要な防災備品の整備は住民も望むところであり、誰もが

簡単に利用できるものが身近に配備されることは住民の安心感の醸成にも繋が

る。このことから、自然災害の発生は身近なものとなり、住民の不安も大きくなって

いる。本市でも災害発生に対応できる早急な備えを推進しているところである。

2 4

みんなで創る　安全・安心な町　西鶴賀！

西鶴賀町区

普通 見込める

　近年、全国各地で自然災害発生の報道が伝えられ、その規模も大きなものと

1 2

地域活動支援課長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

3 4

特に効果があっ
た

4 5

大いに必要性
があった

5

1 2

1 3

3



                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和８年１月 25日 

事業実施地区 柳町区 

事業名 柳町 安全・安心な町づくり事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 柳町区 

（代表者名）区長 田中 成人 

（連絡先） 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地区防災備品の整備 

・タープテント  １張 3.0ｍ×3.0ｍ ワンタッチ設置 

・ポータブル電源 １機 1200W 100V 対応 

・LED 投光器（スタンドライト)２機 100V(AC) 防水 300001m 

【事業完了日】 

令和８年１月 25日 

【総事業費】 

123,200円 

【補助金額】 

100,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

地区住民の防災・減災意識の向上に繋がり、あらためて防災訓練の必要性を考えさせられた。 

今事業で整備した防災備品を住民に周知、また使用方法等を紹介することで、地域にも災害

時の備えがあることが伝えられ、安心感を与えることができた。また、災害発生時に、自らでき

る行動は何か（テントや投光器などの設置を含め）などを再度確認することができた。 

○防災訓練の実施 10月 19日（日）柳町公民館 避難訓練・担架使用体験他 50名 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

防災訓練の実施により、住民相互の交流が促進され、支え合い、助け合い

の意識が醸成される。 

 

■今後の取組予定 

地域に備えた防災備品を活用し、地区防災訓練を継続して実施することで、地域の防災・減

災意識の一層の向上を図る。 

整備した備品を有効に活用し、地区交流活動の推進と積極的な取り組みに努める。 

地区文化事業（祭など）の継承、継続、住民自治協議会が行う地域間交流事業（球技大会や

こどもイベント）への積極的な参加に努める。 

 



事業名

4 5

大いに必要性
があった

5

1 2

1 3

3

柳町区

普通 見込める

　当区は、毎年防災訓練を実施されるなど、住民の防災・減災に対する意識が

1 2

地域活動支援課長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

3 4

特に効果があっ
た

5

大いに見込める

団体名

高く、近年の全国的な自然災害の多発は不安を大きくしたものと思われる。

　今後も、整備した備品の有効活用に努めるとともに、地区の催し等への積極的

参加により、住民の交流活動の活性化に努め、多くの住民が防災減災に関心を

そのような中、地区に不足していた防災備品を整備することは住民の安全安心

に係る意識を高め、一層の防災減災活動の高揚に効果があるものと思われる。

2 4

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

（３）安全安心活動

(様式第３号)

令和８年１月２５日

令７年度　支所発地域力向上支援金事業評価（地域活動支援課）

柳町　安全・安心な町づくり事業

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

意識高揚に繋がるものと期待するところである。

見込めない あまり見込めない

もてるよう努めてほしい。

将来性

　また、住民同士が顔見知りとなることにより、地域の助け合いや支え合いの

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

効　果

必要性



                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和８年２月 16日 

事業実施地区 田町区 

事業名 田町区 安全・安心な町づくり事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 田町区 

（代表者名）区長 山岸 一男 

（連絡先） 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地区防災備品の整備 

・タープテント  １張 3.0ｍ×3.0ｍ ワンタッチ設置 

・ポータブル電源 １機 1200W 100V 対応 

・LED 投光器（スタンドライト)２機 100V(AC) 防水 300001m 

【事業完了日】 

令和８年２月 16日 

【総事業費】 

123,200円 

【補助金額】 

100,000円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

全国での様々な災害の多発により、住民の不安感が膨らんでいるが、身近なところに自らが

簡単操作、利用できる防災用品が整備されたことにより、安心感と自ら参加する防災・減災活

動への意識が向上した。 

地区防災訓練はもとより各種地区活動において、今回整備した備品、既存用品の積極的な利

用意識が高まり、誰もが安心して利用できる地区の備え品への関心を高めることができた。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

防災備品を利活用した、住民交流活動は、防災・減災に対する意識はもと

より、助け合い支え合いの精神が醸成される。 

■今後の取組予定 

地域に備えた防災備品の積極的な活用により、地区防災訓練の継続実施はもとより、地区交

流活動を推進することで、地域の防災・減災・助け合い・支え合い意識の一層の向上を図る。 

・地区防災訓練の実施と防災備品の点検活動 

・地区住民の交流活動（祭などの継承、継続）、住民自治協議会が行う地域間交流事業（球技

大会やこどもイベント）への積極的な参加と備品の有効活用に努める。 

 



事業名

4 5

大いに必要性
があった

5

1 2

1 3

3

田町区

普通 見込める

　当区は、防災・減災への住民意識が高く、毎年防災訓練を実施されている。

1 2

地域活動支援課長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

3 4

特に効果があっ
た

5

大いに見込める

団体名

　近年、各地で大規模な自然災害が頻発する中、住民の不安はさらに大きくなっている。

　地域の防災減災活動は、地区交流活動により一層の成果をもたらす。整備した備品の

有効活用により、住民同士顔の見える地域づくりの推進に努めていただきたい。

このことから、住民からは万が一に備えた防災備品の整備が求められており、本事業は

住民の安心感や防災減災意識を一層高める効果がある。

2 4

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

（３）安全安心活動

(様式第３号)

令和８年２月１６日

令７年度　支所発地域力向上支援金事業評価（地域活動支援課）

田町　安全・安心な町づくり事業

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった

高揚に繋がることに期待するものである。

見込めない あまり見込めない

将来性

　防災活動を通して住民の交流活動が活性化し、地域の助け合いや支え合い意識の

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

効　果

必要性


